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Abstract

AtHitachi,Ltd.wascompletedrecentlyacompletesetof6,000kVA60kVclass

oil-immersed self-COOled type three-phase transformer whidlhad been ordered by

TohoknElectric Power Company to be takenin the substation servicein Sendai

district.Thistransformermerits aspecialrecordingasafirst product of this type

laborinthis country,featuringthefollowlng=

(1)Thisisafullassembledtransportabletransformer･Inotherwords,thetrans-

formerisentirelyassembled and equipped jn the manufacturing factory for

readyuseatthespotofserviceandisshippedinthatcondition･Hence,the

installation work at siteismuchsimplifiedand needs onlylittle amountof

and time.

(2)Similary,itistotailyfreefromanytroublesthatmay arisefromassembling

work at site,and can maintain best condition of the machine as expected

from the results of factory adjusting.

(3)It need not be disassembled when moved to other area･Therefore,in

such a case that the center of consumers,power requlrementis moved to

different areafor somereason thetransformer can be conveniently moved to

anew substation whichis tobearthe brunt of supplyingthenewconsumers'

(4)Accordingly,itredudesforthepowercompanythe necessity of providing a

reserve transformer.

The article describes besides

transformerin regard to rational

vibration during transit,etC･

〔Ⅰ〕緒 ~旨

severalconsiderations takenin the･design of this

reduction of dinlenSions,COuntermeaSure for the

そのまゝ現地に於ても保才寺し､製作工場に於て試験して

確めた信槙度を減らすことなく運転に供し得るからであ

変圧器を製作工場に於て組立てたまゝ輸送し､現地で

は据付､配線を行うのみで直ちに使用し得るようにする

ことは最も好まLいことである｡即ち現地据付に際して

の工事の簡易化､期間の短縮ばかりでなく､製作工場に

於て､乾燥後真峯注油 の処理を施した良い絶縁状態を､
*

日立製作所日立工場

る｡又予備器として､各変 所に自由に搬送し得ること

は､従来の如く各変電所毎に予備器を考 せねばならぬ

実情に比すれば､これほ頼る有利である｡

欧米に於ては既に早くから大容量変圧器の全装輸送を

実現している｡然るに我国でほ

め従来の構造では全装輸

たなヽ∴カ界限

限界容量は極め さ小て
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く､数千l【VA以上の大容量器を全装輸送Lた例を聞か

ない｡

組立輸送し得る限界を一言でいうことは困難である

が､数万1くVAの大容量変圧器でほ本体を解体せずに輸

送することほ可能であっても､ブッシソグ､コンサべ←

タ､冷却装置は現地に於て取付作業を行わねばならない｡.

日立製作所に於てほ今回東北 力株式会社の仙台周辺

所用として､同社の御勇断により 60kV級､三相

6,0001(VA自冷式全装可搬型変圧器を設計製作した｡木

器は附属品を一切取外さず全装輸送するものであって､

以下その概要を紹介する｡

容 量‥..‥

柏 数‥.‥.

6ノ0001くⅤ∠1

三 和

周波数.………………………….EOユっ

型 式 SOCR叫3C(屋外用抽入自冷式内鉄塾〕

庄
一一次

F66-F63-F60-R57-F54iこⅤ

二次 3,4EOV及び6,900V

繰･

重量‥‥‥.
…‥△/△

‥‥ 29,000kg

油 量‖……………………….8,500/

床面積……………… 2,E30×4,670mIn2

高 さ……………………‥ 3,335mm

効 率……99.01%〔661(Ⅴ/3,450Vに於て)

第1図は木変圧器の外観写真である｡

〔ⅠⅠ〕輸送 に 関 し て

我国の鉄道は狭軌であるのみならず､地勢上輸送堰界

も諸外国に比L格段の差異があるため､全装輸送の点か

らほ非常に不利である｡しかしこれを克服して極力容易

に機器を輸送し据付運転に供することを目標とLて､日

日努力を続けている｡

木器の製作に当り､先ず第一に考えたことほ､なるべ

く容易に入手し得る貨車で輸送可能とすることであつ
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第1図

Fig.1.

601くV6,0001くVA仝装可搬型変圧器

60kV,6,000kVA FullAssembled

Transportable TraこSformer Mount-

ed on the Wagon

た｡･一般に鉄道で輸送L得るものであれば､他の輸送機

例えばトレーラその他によりたとえ道路橋梁の整備補強

ほ必要としても運搬出来るのが普通である｡従って輸送

用貨軍としてほ､大型貨車中最も入手し易いシキ40号､

又はシキ5号を使用し､且つ輸送限界は国鉄第三限界に

おさめることにした｡.第2図ほこの関係を示す｡即ち､

図より明かな如く､すべての附属晶を顧付けたまゝで輸

送が可能である｡

全装可搬型変圧器は輸送時の振動に対する強度が問題

国鉄第三輸送限界

′し-ステングチューブ

∴ 低圧勅プッシング

梯 子

第2図 会 装 可 搬 型 変 圧 器 構 造 説 明 図

Fig･2･ ConstruCt王on of Fu11Assembled Trarsportable TrarlSformer
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となる｡勿論周到なる考察､ 算を行うのみならず､実

際の輸送試験を行ってこれが確認を行った｡特に附属

品中､冷却器､プッシング､油面計､温度計等に関して

実際取附時同 の条件で､長期間の運行試験及び突放試

験を行った後､最も苛酷な衝突試験を行った｡第3図は

その一例を示す｡太試験は遂に使用貨車が破損した程苛

酷なるにも拘らず､供試品には何等の異状もなく我々の

日伝を深めるのみであった｡

〔ⅠⅠⅠ〕外 部 構 造

第2図に嘉す如く､高圧側プッシングは長手方向側面

より斜めに3本突出し､低圧側プッシングはカバー上に

配置される｡コンサべ←タは窒素ガス封入式であり､三

重に分かれ､変圧器本体に通ずる第一一望､及び大気に通

ずる第三室は外函の上部に置かれ､第二重ほ正面､即ち

高圧プッシング下部に配置されている｡酸素吸収器は第

二重上部に固定される｡外函右

油に耐えるよう十分に強力に

に放

霜川
､㍉

卜に振動及び 注室真

作されており､その外部

器が取付けられる｡放熱器ほ輸送巾の振動､特に

風圧により最も苛酷な影響を受ける懸念があるので､柏

互聞 の連 及び取付けには特に考慮を払った｡放 よ器

特殊設計とすれば､寸法上兼となることは勿論である

が､標準放 器と同一一寸法としておく方が､互換性の点か

らも好都合と考えて設計をしてあるので､取付も容易で

あり且つ前述の如く支持も確実な構造となっている｡

-一一般に､変圧器の油面計､酸素吸収器､吸湿呼吸器等

の容器ほ硝子製品であるが､これ等ほ輸送巾の振動によ

り破損する懸念があるので､木器には合成樹脂管を使用

している｡又温度計ほ日立式防霞型ダイヤル温度計を使

用し取付輸送を行った｡

〔ⅠⅤ〕中 身 横

線及び絶縁方法は日立標準変圧器 に して製作さ

れているので､ここでほ省略する｡木器は三脚鉄心の内

鉄型変 器であって､高圧側には661(Ⅴ より 54l(Ⅴ迄

5タップあり､低圧側は6,900V と 3,450Vの両用で

あり､これ等の切換えはすべて外部より容易に操作し得

る構造となっている｡

特に注意を払った点をあげれば輸送中の振動に対する

もの､及び輸送寸法制限による寸法の縮減に対してであ

る｡

(1〕巻線･リード線の接続部は一切ハンダを使用し

ない｡

(2)調比装置ほ特に考慮を基い､内部にり←ド線を

張り廻らすことを極力減らした｡

(3〕輸送中の振動により中身を損傷する懸念無きよ

う中身の固定法に特別の考慮を払った｡

(4)制限せられた寸法内で最大の冷却効果を上げる

ため､油の循圭岩が最も理

となっている′｡

〔Ⅴ〕結

的となるような禾

盲

全装可搬型変圧器は我国に於ては劃期的なもので､こ

万全の･予備実験を行って設計製作

第3図

Fig.3.

送輪タエヂーフグンシップ

Transport Test of Bushing and Radiator



1418 昭和28年10月 日 立 評 論 第35巻 第10号

をなし､現地据付を行い納入先の非常なる御好評を博し

た｡この成功は今後の電力界に多大の寄与をなすもので

あって､これが設計

ろである｡

作に当ったもの ゝ青びとするとこ

実際に更に大容量変圧器の場合でも五肘鉄心を利用す

ること等の方法により全装輸送を行うことが出来る｡従

ってその使用範囲も今後益々拡大される傾向にある｡

れが改良進歩のため益々微力を尽したい念願である｡

実用新案 第402693号

復 水 器 密 閉 給 水 装 置

蒸気タrビン設備に於て､タ←ビンの出力が急増し､

汽確より多量の蒸気を送出する場合は､水槽から汽植に

多量の7kを供給しなければならない｡この給水ほ尭づ復

水器に送られ､脱気して汽膳に送入される｡又反対に蒸

気タービンの出力が減少した場合は､汽催への給水は少

量となり､給水管系の水ほ復7jく岩内に充満し､この71くを

凝縮71く抽出ポンプをこより水槽に送入して蓄積する｡

これらの給7k調整は一般に復7k器内の水位に応動する

パイロットバルブと､このパイロットパルプにより制御

される調整弁との作動によって行われる｡

本案はこの種弁の改良に関するもので､図画に示すよ

うに､浮子レノ㍉-2により操作される主弁7を有するパ

イロットバルブと､7k糟の7kを復水器に供 し又は凝縮

水を抽出ポンプにより水槽に排7卜する各弁口を有する調

整弁とを備え､パイロットバルブに主弁7の他に主弁の

動作を調節する副弁8を設け､ 整弁の弁11を動作す

る圧力水を保有する圧力窒A及びβを 7k管16及び17

を通して､それぞれパイロットバルブを開口し､且つ前

記弁11の弁粁18と､副弁8の弁粁9とを､一端に固

定支点を右するレノ㍉-19により蓮

る｡

してなるものであ

復水器内水位が平常状態にあれば､浮子1は定位にあ

り､パイロットバルブ及び 整弁は図示の位置に停止し

ているが､水位が上昇し､淳子1が上動すると､パイロ

ソトバルブ主弁7が上動し､ 水管16を浮子室に開き､

弁11はβ室の圧力7jくによって押上げられ､ポンプ出口

12と水槽への給7k口14とを達通し､ポンプよりの給水

を水槽に送入して蓄積する｡一方弁11の上動により粁

18,レノ㍉-19,粁9を介して′㌣イロットバルブの副弁8

で引上げられ､ 水管16の漏水口を閉じる｡従って調

整弁の圧力望月は圧力を保ち､弁11の上昇を阻止する｡

吉 見 環

更に浮子1が上昇するときは前記動作を繰返し､小刻み

に弁11を上潮し水槽への給水送入をつゞける｡次に復

7lく器内の7k位が低下するときは､主弁7の降下により

水管17の漏水口を浮子宝に開き､弁11を下動し､水槽

への給7Jく口14の復水器への給水口13とを遠遠し､水槽の

水を復7k器に送入する｡弁11の下動により副弁8は降

下し､漏7k管17の 水口を閉じ弁11の下部を停止させ

る｡

このように本案装置によれば､パイロッ トてルブと

整弁との相互間に､追従父ほ復元作用を行わせることに

より､ 整弁の行過ぎによるハンチングを防止しつゝ､

小刻みな動作をもって静粛な給水

る｡

整を行うことができ

〔滑川)

で｢




